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平成28年 9月9日  大分県作業療法士連盟 

【 出陣式・個人演説会への参加  】 

比例代表制 小川克巳氏 初当選!!  当連盟は、日本理学療法士協会副会長の
小川克巳氏と政策協定を結びました。 
 小川氏は、協定内で「地域生活支援の専
門職種である作業療法士による適切な作業
療法の普及発展を図っていく」と明言して
いただきました。この小川氏の決意を受け、
当連盟では全面的に小川氏を応援するとと
もに、大分県下のリハビリテーション関連
職種一丸となって応援すべく「小川克巳氏
を応援する大分の会」の結成に参加し、比
例区にて応援活動を行いました。 

6/7 推薦状の交付 

大分選挙区 足立信也 氏 当選!!  
 医師であり、リハビリテーション専門
職の職域拡大に積極的な、足立信也氏
を当連盟は全面的に応援しました。 
 足立氏と当連盟は、設立時からの関係
です。われわれは、足立氏の取り組ん
でいる「大分県の地域医療の推進」や
「ロボットスーツHALの研究開発援助」
に対する考えを高く評価しています。 
 3期目となる足立氏の国政での活躍を
祈念するとともに、大分県におけるメ
ディカルバレー構想等の発展に尽力さ
れることを期待しています。  

＜個人演説会県下12会場に幟を掲げ参加＞ 『為書』を選挙事務所へ 

7/10 開票見守り会：ホームページより 

(協定内容詳細は、当連盟ホームページをご確認ください） 

【支部連絡交流会】 
（大分会場の様子） 

会場の定員を超える多くの会
員が参加しました。会員の意
識の高さが窺えました。     

その他、2名の候補の応援活動 
1：支部連絡交流会等県下6会場にて会員へ説  
  明会実施 会員194名参加 
2：会員への電話連絡 
3：18歳選挙チラシ養成校へ作製配布200部 
4：Face bookやホームページでの広報  

Ⅰ.「理学療法士及び作業療法士法」の見直し 
 社会のニーズに応え、作業療法が、関連職種との協働のもとで、
適切・柔軟かつ効果的に実施されるよう、「理学療法士及び作業療
法士法」における作業療法の業務、養成課程等の見直しを図る 
Ⅱ．地域包括ケアシステムにおける作業療法士の活用 
１．市町村地域包括支援センターへの配置促進 
２．認知症ケアに取り組む介護保険事業所や認知症初期集中支援  
  チームへの作業療法士の配置促進 
Ⅲ．難病、発達障害、精神障害などの障害児・者の地域生活支援に
おける作業療法士の活用 
１．障害者総合支援法に係る相談支援事業所、就労支援事業所へ 
  作業療法士の配置促進 
２．特別支援学校への作業療法士の配置促進 
Ⅳ．国立大学法人大分大学に作業療法学科の配置 

【個人カード協力ありがとうございました】 
   合計712名（紹介者115名,協力者597名） 
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＜2/11 推薦状の交付＞ 

＜政策協定事項抜粋＞ 

       得票数  （得票率） 

足立氏 271,784票(48.1％） 
2位の候補と、わずか1,000票 
（得票率0.2％）差の接戦 

＜7/10 開票見守り会にて＞ 

【その他：法定ハガキを会員へ600名分発信】 
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【施設紹介】 
 株式会社しんせいの杜は障害をもつ方が楽
しく充実した生活を送ることができるよう、
フル回転の支援活動をおこなっています。  
（ブログより引用） 
○事業概要 

 就労移行支援事業所、就労継続支援B型事業
所、放課後等デイサービス事業所 

 

 特集：就労支援１（施設紹介・インタビュー） 

中務 欽章（なかつかさ よしあき）さん：作業療法士 
 精神科病院での勤務を経て、平成26年4月、多機能型事業所サンジ
ョイを起業し、地域で暮らす障害のある方々への様々な支援を行って
います。 

 今回、株式会社しんせいの杜を設立し、就労支援事業所等を運
営している中務さんにインタビューをしました。医療や介護保険
分野以外で起業し働く魅力・素晴らしさ・大変さ等、熱く語って
くださいました。 
 当連盟は、障害福祉領域でもっと多くの作業療法士がその専門
性を活かし活躍の場を広げていければと考えています。 

  
  

絶対に自分で障害者の就労支援事業所
を作ろうと決意しました。 

  

  

これは絶対に就労支援にマッチする 
仕事だ！ 

実現させるために議員の方に意見を聴
いてもらいました。 

  

「働きたいんです。」制度が整うと就労
が広がると感じます。 

 子供が一歳ぐらいのとき、「障害は治りませんよ。大
きくなったらどっかの作業所に通って、グループホーム
に入って過ごしていくでしょうね。」と医師から言われ
たときに、絶対自分で障害者の就労支援事業所を作ろう 
と決意しました。 

 私は、趣味でラグビーをしています。どこも土のグ
ランドばかりで「キレイな芝のグランドでラグビーが
できたら」と思っていました。この芝生を管理する仕
事を就労支援にしたいと単純に考えました。そこで、
私自身が芝生を管理する技術を身に着け、これは絶対
に就労支援としてマッチする仕事だと手ごたえを感 
じました。 
 

 芝生を管理する仕事を就労支援として実現させるために、
大分市の行政の方に理解してもらう必要がありました。大分
市からグランド管理を委託していただかなければいけません
。まず、大分県ラグビー協会に、協力してもらいました。そ
れだけではなく、大分市議会議員の方にも力を貸してもらい
ました。行政の方に意見していただき、ラグビー場管理の仕
事が決定しました。本当に心強かったです。 
 当事業所が行うことで、民間企業が行う一般的な管理料の
半額近い金額で実施できています。この事業で得たお金が、
利用者の貴重な収入となっています。 

 

 当事業所の利用者の7割が心の病を抱えた方です。ここ
を開設して分かったのは、心や体に障害があっても「働き
たい」と思っている人はいっぱいいるということです。利
用者の皆さんは、働く喜びを感じています。近年、障害者
が働くことのできる事業所が増えています。しかし、環境
は整っているとは言えません。特に就労移行支援では作業
療法士や精神保健福祉士などの専門職が就労準備支援を行
っていく必要があると感じます。もっと制度が整うと一般 
就労へ繋がる可能性が広がると感じています。 

 今回インタビューを通じて、中務さ
んの障害福祉領域における熱い思いを
理解できました。また、障害を持って
いる当事者が、誰かのために働くこと
が『自信』と『生活の充実』に直結し
ていることを肌で感じることができま
した。作業療法士がもっとやるべきこ
とは多い!!と再認識しました。 

インタビューを通じて 
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○連盟グッズ第４弾！好評販売中 

『精神障害領域の就労支援に関する意見交換会』   大分県議会議員土居昌弘氏と大分県下における精
神障害領域の就労支援について意見交換を行いまし
た。実際に就労支援に携わっている2名の作業療法
士が事例を提示し、現状について共に検討しました
。課題として、『就労準備性の支援不足』『就労移
行支援の支援内容の格差』等、支援内容の充実が必
要な項目が確認されました。また、『支援者が利用
者の代わりに働く現状がある』との報告より、利用
者の『働きたいという気持』や『将来の希望』を具
体的に育てていく支援が必要と意見交換しました。 
 土居氏から『職業訓練コーディネーター，ジョブ
コーチ，就労支援施設など作業療法士の活躍の場が
まだたくさんある！もっと活躍してほしい』と我々 
に期待する意見をいただきました。 

『大分県における精神科領域の就労の現状と課題』平成27年9月  

TEL 0977-67-6538  

鶴崎海陸運輸株式会社 
       大分市大字三佐1000 

       TEL:097-521-6115 

株式会社ライフリー 

デイサービス楽 
大分市毛井553-1 

TEL:097-574-8432  大分市花津留1-2-18  

TEL:097-529-9025 

有限会社大分タキ いまみや補装具サービス 

事務局：〒870-0124 大分市大字毛井553-1 （デイサービスセンター楽内）   

   TEL：097-529-9025       FAX:097-520-1765 http://www9.ocn.ne.jp/~oitaot/ 

 「私たちは大分県作業療法士連盟の活動を応援しています!」 

○日本作業療法士連盟と政策協定を結んだ候補   

   が当選しました。 

 大分県精神科リハビリテーション研究会と合同で、大分県の精神障害領域における
就労について研修会を開催しました。平成26年度の精神障害者の民間企業への一般就
労者は27,708人で、前年度からの伸び率は24.7％でした。身体障害者の伸び率3.1％に
比べると、精神障害者の就労は以前より整備されてきているといえます。しかし、『
就労の継続困難者が多い』『仕事内容が就労者の希望と合わず単純作業が多い』な 
ど課題が山積であることを知ることができました。 

  

 今年は、クリアファイルを作製しました。
『道』をテーマに３種類作製しています。そ
れぞれ作業療法に関連する意味を持たせた素
敵なデザインになっています。研修会会場等
で販売しています。みかけましたら、ぜひお
買い求めください。 
 

 日本作業療法士連盟は、第24回参
議院議員通常選挙において、当連盟
でも応援した「小川かつみ」氏と、
日本臨床衛生検査技師会会長の「宮
島よしふみ」氏と政策協定を締結し
応援していました。見事2名ともに
当選しました。 
 今後それぞれ活躍していただき、
保健・医療・福祉の分野の発展・充
実に寄与していただきたいと思いま
す。 

 特集：就労支援２（研修会・大分県議会議員との意見交換会） 

日本臨床衛生検査技師会
会長 

宮島 よしふみ氏 

講師：大分県精神保健福祉士会  副会長  森崎  大輔 氏 

平成26年度 数 定員 賃金 

就労継続支援A型 46 816人 月額平均75,141円（時給667円） 

就労継続支援B型 137 2889人 月額平均16,134円（(時給214円） 

 ＜表１：平成26年度大分県における就労支援事業所の現状＞ 

 また、就労支援事業所の数・賃金の現状は表１のと
おりです。事業所数も増えて3障害一元化として障害
別の格差も少なくなっていると考えられます。しかし
、A型事業所では、雇用保険加入が必要となる週20時
間以上の雇用は行っていない現状があり、働きたい利
用者の希望に添えていない等、多くの課題について学
ぶことができました。 

 大分県議会議員  土居 昌弘 氏と積極的に意見交換を行う様子 
 大分県作業療法協会ビルにて    平成27年1１月 


